
個性ある地域づくり 年度事業

宿
泊
増
売

宿
泊
販
売

億
円
達
成
を
支
援

人
財
育
成

る
る
ぶ
ト
ラ
ベ
ル
に
よ
る

宿
泊
販
売
強
化
　
　
　
　

旅
館
経
営
人
財

育
成
ア
カ
デ
ミ
ー

連
合
会
・
支
部
主
催
の

研
修
、セ
ミ
ナ
ー
　
　

日
本
の
宿

お
も
て
な
し
検
定

ホ
テ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
検
定

・
和
食
検
定
　
　
　
　

　

宿
泊
増
売
の

促
進
と
支
援

旅
ホ
連
・
Ｊ
Ｔ
Ｂ
　
Ｗ
Ｉ
Ｎ
＆

Ｗ
Ｉ
Ｎ
の
取
り
組
み
強
化

訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

取
り
扱
い
拡
大
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Ｊ
Ｔ
Ｂ
協
定
旅
館
ホ
テ
ル
連
盟
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
）

は
、
大
西
雅
之
会
長
に
よ
る
２
年
目
の
体
制
と
な
る
２

０
１
８
年
度
、
事
業
推
進
の
基
本
テ
ー
マ
「
活
発
な
交

流
機
会
の
創
出
　
個
性
あ
る
地
域
づ
く
り
」
を
昨
年
度

に
引
き
続
き
掲
げ
て
い
る
。
会
員
同
士
、
ま
た
会
員
と

Ｊ
Ｔ
Ｂ
社
員
と
の
「
交
流
」
は
組
織
活
性
化
の
礎
だ
。

そ
し
て
「
地
域
づ
く
り
」
は
、
他
の
成
功
地
域
の
真
似

で
は
な
く
、
そ
の
地
に
適
し
た
独
自
の
取
り
組
み
が
必

要
に
な
る
。
事
業
計
画
で
は
、
こ
の
基
本
テ
ー
マ
を
シ

ン
プ
ル
に
掘
り
下
げ
、
「
宿
泊
増
売
」
「
人
財
育
成
」

「
地
域
振
興
・
観
光
振
興
」
「
組
織
強
化
」
の
四
つ
を

柱
と
し
て
会
員
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
取
り
組
み
を
進
め
、

Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
宿
泊
販
売
目
標
４
３
５
０
億
円
の
達
成
を
支

援
し
て
い
く
方
針
だ
。

るるぶトラベル掲載のクーポンのバナー

「人を動かす幹部を育てる研修」の様子

田
村
観
光
庁
長
官
を
表
敬
し
た
上
級
合
格
者
ら

お
も
て
な
し
検
定
募
集
チ
ラ
シ

　
４
月
か
ら
「
る
る
ぶ
ト
ラ
ベ

ル
」
を
通
じ
た
１
室
２
人
以
上

の
客
室
の
販
売
で
本
部
定
率
会

費
の
徴
収
が
始
ま
っ
た
。
こ
の

原
資
を
有
効
に
活
用
し
、
旅
ホ

連
会
員
施
設
に
限
定
し
た
優
遇

施
策
を
展
開
し
て
い
る
。

　
具
体
的
に
は
、
旅
ホ
連
施
設

限
定
で
利
用
で
き
る
３
千
円
の

割
引
ク
ー
ポ
ン
を
３
期
間
に
分

け
合
計
１
万
人
に
提
供
す
る
。

夏
休
み
を
含
む
４
月
か
ら
９
月

ま
で
の
期
間
に
使
え
る
ク
ー
ポ

ン
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
る
る

ぶ
ト
ラ
ベ
ル
の
利
用
促
進
と
早

期
申
し
込
み
の
後
押
し
を
図
る

の
が
狙
い
だ
。
ク
ー
ポ
ン
配
布

期
間
に
は
、
る
る
ぶ
ト

ラ
ベ
ル
の
ト
ッ
プ
画
面

に
割
引
ク
ー
ポ
ン
の
バ

ナ
ー
を
配
置
。
さ
ら
に

旅
ホ
連
施
設
だ
け
を
検

索
で
き
る
ク
ー
ポ
ン
ペ

ー
ジ
も
設
け
て
利
用
を

促
し
て
い
る
。

　
旅
ホ
連
で
は
、
Ｊ
Ｔ

Ｂ
の
Ｗ
ｅ
ｂ
販
売
部
と

協
力
し
な
が
ら
、
引
き

続
き
有
効
な
優
遇
施
策

の
投
入
を
計
画
し
て
い

る
。
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働
き
方
改
革
が
叫
ば
れ
る

中
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
業
界
で
も

従
業
員
の
働
き
方
や
仕
事
へ
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
高
め
方
な

ど
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
で
は
、
働
き

手
を
「
人
財
」
と
位
置
づ
け
、

「
旅
館
経
営
人
財
育
成
ア
カ
デ

ミ
ー
」主
催
の
セ
ミ
ナ
ー
や「
日

本
の
宿
　
お
も
て
な
し
検
定
」

な
ど
の
人
財
育
成
事
業
を
通
じ

て
、
会
員
施
設
の
従
業
員
が
階

層
ご
と
に
能
力
や
知
識
を
修
得

し
て
仕
事
へ
の
意
識
を
高
め
ら

れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
今
年
度
も
さ
ら
な
る
充
実
と

受
験
促
進
の
た
め
の
支
援
制
度

の
充
実
を
進
め
、
旅
ホ
連
、
ひ

い
て
は
宿
泊
業
界
の
価
値
向
上

を
図
っ
て
い
く
。

　

年
度
は
旅
館
経
営
人
財
育

成
ア
カ
デ
ミ
ー
主
催
の
研
修
に

は
３
５
８
人
が
参
加
し
、
前
年

比
３
１
８
％
の
大
幅
増
と
な
っ

た
。
参
加
施
設
も
前
年
比
２
７

５
％
の
２
７
５
軒
と
増
加
し

た
。
ま
た
三
つ
の
会
員
施
設
か

ら
は
１
施
設
あ
た
り
最
多
の


人
が
研
修
に
参
加
し
た
。
「
旅

館
経
営
研
修
」
「
女
将
・
若
女

将
・
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
・
女
性

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
研
修
」
な
ど
、

階
層
別
に
多
数
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
用
意
し
た
こ
と
が
奏
功
し
た

と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
今
年
度
も
会
員
の
要
望
に
応

え
る
人
財
育
成
セ
ミ
ナ
ー
を
数

多
く
実
施
す
る
。
こ
の
う
ち
経

営
者
の
右
腕
と
な
っ
て
「
人
を

動
か
す
人
財
」
に
求
め
ら
れ
る

知
識
と
ス
キ
ル

を
養
成
す
る

「
『
人
を
動
か

す
』
幹
部
を
育

て
る
研
修
～
部

下
を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
す
る
極
意

～
」
は
昨
年
実

施
し
非
常
に
好

評
で
、
「
同
じ

内
容
で
も
よ
い

の
で
も
う
一
度

聞
き
た
い
」

「
ス
タ
ッ
フ
全

員
を
参
加
さ
せ
た
い
」
な
ど
の

声
が
挙
が
っ
た
。
そ
の
た
め
今

年
度
は
、６
月

日
か
ら
沖
縄
、

名
古
屋
、
新
潟
、
東
京
、
岡
山

の
５
会
場
で
開
催
す
る
。
講
師

は
「
人
を
動
か
す
」
幹
部
を
育

て
る
研
修
と
同
じ
く
安
達
氏
。

対
象
は
、
次
世
代
経
営
者
や
経

営
幹
部
、
女
将
、
若
女
将
、
管

理
職
、
現
場
リ
ー
ダ
ー
だ
。

　
同
研
修
は
実
際
に
あ
っ
た
現

場
で
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
多

く
盛
り
込
み
、
「
部
下
が
つ
い

て
く
る
上
司
像
」
「
育
成
指
導

者
が
持
つ
べ
き
意
識
」
「
行
動

心
理
学
を
活
用
し
、
自
発
性
を

促
す
方
法
」
を
学
ぶ
こ
と
で
、

現
場
で
人
を
動
か
す
た
め
の
実

践
力
を
養
成
す
る
。

　
３
月
に
研
修
参
加
者
に
よ
る

座
談
会
が
開
か
れ
、
指
示
や
動

機
付
け
の
方
法
な
ど
研
修
で
の

学
び
を
現
場
で
実
践
し
た
手
ご

た
え
を
各
参
加
者
が
紹
介
し

た
。
「
現
場
の
若
手
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
の
持
ち

方
や
声
が
け
の
仕
方
が
変
わ

り
、
意
見
や
相
談
が
出
や
す
く

な
っ
た
」
「
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で

な
く
任
せ
る
こ
と
で
、
自
発
的

な
意
見
や
動
き
が
出
る
よ
う
に

な
っ
た
」
な
ど
の
成
果
が
語
ら

れ
た
。

　
若
手
の
早
期
育
成
、
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
、
同
世
代
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
目
的
と

し
た
「
若
手
社
員
研
修
」
も
好

評
だ
っ
た
た
め
、
昨
年
よ
り
回

数
を
増
や
し
、
５
月

日
の
長

野
を
皮
切
り
に
５
会
場
で
開
催

す
る
。
講
師
は
パ
ワ
ー
パ
ー
ト

ナ
ー
・
ア
ン
ド
・
ト
ラ
ス
ト
の

安
達
氏
。
対
象
は
２
年
目
か
ら

６
年
目
の
社
員
で
、
管
理
職
者

の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
も
可
能

だ
。

　
こ
の
ほ
か
今
年
度
は
、
「
次

世
代
経
営
者
研
修
」
や
「
『
次

世
代
経
営
者
研
修
』
入
門
」

「
経
営
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

「
組
織
活
性
化
研
修
」
「
女
将

・
若
女
将
・
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

・
女
性
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
研
修
」

「
セ
ミ
ナ
ー
型
異
業
種
か
ら
学

ぶ
研
修
」
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
型
異
業
種
か
ら
学
ぶ
研
修
」

「
旅
館
・
ホ
テ
ル
経
営
研
修
」

「
組
織
活
性
化
研
修
」
を
予
定

し
て
お
り
、
若
手
か
ら
幹
部
ま

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
域
、
階
層

で
求
め
る
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を

網
羅
で
き
る
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
。

多
く
の
参
加
を
呼
び
掛
け
て
い

る
。

　

年
度
は
各
支
部
や
支
部
連

合
会
が
主
催
す
る
研
修
に
合
計

４
７
６
０
人
が
参
加
。
前
年
比

１
５
５
・
５
％
の
大
幅
増
と
な

っ
た
。
サ
ー
ビ
ス
講
習
会
や
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
関
連
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
が
開
か
れ
た
が
、
中
で
も
昨

今
の
人
手
不
足
状
況
を
反
映
し

て
、

年
度
に
新
設
し
た
「
人

材
不
足
時
代
を
生
き
抜
く
た
め

の
人
材
採
用
・
定
着
セ
ミ
ナ
ー
」

が
多
数
の
支
部
で
採
用
、
開
催

さ
れ
た
。

　

年
度
も
引
き
続
き
会
員
ニ

ー
ズ
の
高
い
セ
ミ
ナ
ー
を
設
定

し
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
人
財
育

成
に
貢
献
し
て
い
く
。

　
こ
れ
ま
で
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
が

主
導
し
て
き
た
「
日
本
の
宿
お

も
て
な
し
検
定
」
は
、
今
年
で

計
画
立
案
か
ら

年
、
初
級
検

定
が

回
目
を
迎
え
、
延
べ
受

験
者
数
は
３
万
人
を
超
え
た
。

中
級
ウ
ェ
ブ
検
定
の
合
格
者
が

受
講
、
受
験
す
る
「
中
級
実
技

研
修
・
実
技
試
験
」
も
定
着
し

た
。

　
中
級
試
験
合
格
者
に
受
験
資

格
の
あ
る
「
上
級
検
定
試
験
」

は
昨
年
２
回
目
を
迎
え
、
作
文

や
面
接
の
試
験
を
経
て

人
の

受
験
者
中
６
人
が
合
格
。
昨
年


月
、
合
格
者
は
お
も
て
な
し

検
定
委
員
会
の
小
口
潔
子
委
員

長
ら
と
共
に
観
光
庁
長
官
を
表

敬
訪
問
し
た
。

　
旅
ホ
連
で
は

旅
ホ
連
ニ
ュ
ー

ス
で
、
会
員
施

設
の
活
用
事
例

や
上
級
合
格
者

な
ど
を
紹
介
。

よ
り
多
く
の
会

員
施
設
に
お
も

て
な
し
検
定
を

有
効
活
用
し
て

も
ら
う
よ
う
働

き
掛
け
て
い

る
。
さ
ら
に
９

月

～

日
に

ウ
ェ
ブ
上
で
行

わ
れ
る
初
級
、
中
級
試
験
に
つ

い
て
、
旅
ホ
連
会
員
施
設
の
従

業
員
が
受
験
す
る
際
に
は
、
受

験
料
を
半
額
補
助
す
る
ほ
か
、

公
式
テ
キ
ス
ト
を
一
般
の
半
額

で
販
売
し
て
、
受
験
を
後
押
し

す
る
。

　
今
年
度
試
験
の
受
験
申
し
込

み
は
７
月
２
日
～
８
月

日
。

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
専
用
ペ

ー
ジ
か
ら
の
み
受
け
付
け
る
。

　
旅
ホ
連
で
は
、
日
本
ホ
テ
ル

教
育
セ
ン
タ
ー
主
催
の
「
ホ
テ

ル
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
検
定
」
の
認

定
資
格
取
得
を
奨
励
し
て
い

る
。
検
定
試
験
は
、
ベ
ー
シ
ッ

ク
レ
ベ
ル
２
級
・
１
級
、
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
レ
ベ
ル
の
３
種
類
。

受
験
者
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
試

験
が
受
け
ら
れ
、
ス
テ
ッ
プ
ア

ッ
プ
も
で
き
る
。

　
受
験
に
際
し
て
旅
ホ
連
で

は
、
会
員
限
定
特
典
と
し
て
、

受
験
料
、
テ
キ
ス
ト
代
の
半
額

支
援
制
度
を
導
入
。そ
の
結
果
、

テ
キ
ス
ト
購
入
数
は
前
年
比
１

１
０
％
と
な
っ
た
。

　
併
せ
て
、
和
食
文
化
の
正
し

い
理
解
と
継
承
や
も
て
な
し
レ

ベ
ル
の
向
上
を
目
的
と
し
た

「
和
食
検
定
」
（
日
本
ホ
テ
ル

教
育
セ
ン
タ
ー
主
催
）
に
つ
い

て
も
、

年
度
か
ら
会
員
施
設

の
従
業
員
に
対
す
る
受
験
料
の

半
額
支
援
、
テ
キ
ス
ト
代
の
一

部
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の

支
援
は

年
度
も
継
続
す
る
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
新
経
営
体
制
で

は
、
旅
ホ
連
へ
の
対
応
が
個
人

事
業
と
法
人
事
業
の
２
本
の
大

き
な
柱
で
強
化
さ
れ
た
。
特
に

Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
営
業
マ
ン
の
フ
ィ
ル

タ
ー
を
通
っ
た
法
人
顧
客
は
、

申
し
込
み
の
リ
ー
ド
タ
イ
ム
が

長
く
、
施
設
メ
リ
ッ
ト
を
十
分

に
発
揮
で
き
る
顧
客
群
と
言
え

る
。
ま
た
、
個
人
旅
行
客
に
は

新
し
く
価
格
変
動
型
の
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
パ
ッ
ケ
ー
ジ
「
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
Ｊ
Ｔ
Ｂ
」
を
投
入
。
個

人
旅
行
客
の
強
い
特
性
で
あ
る

「
価
格
合
理
性
」
へ
の
訴
求
が

大
い
に
期
待
で
き
る
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
は
、
従
来
の

「
Ｊ
Ｔ
Ｂ
か
ら
の
４
つ
の
お
願

い
」
に
代
わ
る
「
旅
ホ
連
・
Ｊ

Ｔ
Ｂ
　
Ｗ
Ｉ
Ｎ
＆
Ｗ
Ｉ
Ｎ
に
向

け
た
取
り
組
み
」
に
協
力
し
、

Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
宿
泊
販
売
を
支
援
し

て
い
く
。

　
そ
の
他
に
、
昨
年
か
ら
継
続

事
業
の
「
旅
ホ
連
会
員
と
Ｊ
Ｔ

Ｂ
社
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
強
化
策
」
や
現
地
受
け
入
れ

研
修
を
通
じ
て
宿
泊
販
売
の
基

礎
を
強
化
し
て
い
く
。

　
今
年
度
か
ら
開
始
し
た
旅
ホ

連
・
Ｊ
Ｔ
Ｂ
　
Ｗ
Ｉ
Ｎ
＆
Ｗ
Ｉ

Ｎ
に
向
け
た
取
り
組
み
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
全
国
共
通
の
２
項

目
に
加
え
、
各
支
部
連
合
会

（
関
東
は
支
部
ご
と
）
が
独
自

に
二
つ
の
協
力
項
目
を
選
択

し
、
合
計
４
項
目
に
つ
い
て
Ｊ

Ｔ
Ｂ
の
ウ
ェ
ブ
販
売
に
協
力
し

て
い
く
。

　
全
国
の
共
通
目
標
は
①
大
手

Ｏ
Ｔ
Ａ
（
オ
ン
ラ
イ
ン
ト
ラ
ベ

ル
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
）
に
対
す
る

同
額
を
含
む
最
安
値
率
の
向
上

②
る
る
ぶ
ト
ラ
ベ
ル
の
「
ク
レ

ジ
ッ
ト
決
済
代
行
プ
ラ
ン
」
の

販
売
拡
大
―
の
２
項
目
だ
。
①

は
、
消
費
者
が
オ
ン
ラ
イ
ン
サ

イ
ト
を
選
択
す
る
際
に
、
価
格

比
較
サ
イ
ト
（
メ
タ
サ
ー
チ
）

に
よ
る
価
格
比
較
を
行
う
流
れ

が
主
流
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を

受
け
た
も
の
。
②
は
、
事
前
決

裁
の
仕
組
み
を
貴
重
な
部
屋
の

販
売
に
生
か
し
て
も
ら
う
狙
い

が
あ
る
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
で
は
、
昨
年
ま
で
の

「
４
つ
の
お
願
い
」
を
越
え
る

会
員
宿
泊
施
設
の
協
力
を
期
待

し
て
い
る
。

　

年
度
の
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

タ
イ
ア
ッ
プ
作
戦
」
で
は
、
各

支
部
連
合
会
で
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
展
開
し
て
き
た
。
具

体
的
に
は
、
海
外
の
有
力
ブ
ロ

ガ
ー
を
活
用
し
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の

情
報
発
信
や
、
在
外
支
店
を
含

め
た
Ｊ
Ｔ
Ｂ
各
社
と
の
連
携
に

よ
る
商
品
造
成
、
訪
日
旅
行
予

約
サ
イ
ト
「
ジ
ャ
パ
ニ
カ
ン
」

に
連
動
し
た
販
売
促
進
な
ど

だ
。
そ
の
結
果
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
宿

泊
増
売
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

　

年
の
訪
日
外
国
人
数
は
前

年
比

・
３
％
増
の
２
８
６
９

万
人
で
統
計
開
始
以
来
の
最
高

記
録
を
更
新
し
た
。
だ
が
、
地

域
別
に
見
る
と
欧
米
豪
か
ら
の

旅
行
者
は
全
体
の
約

％
に
と

ど
ま
っ
て
お
り
、
観
光
庁
と
日

本
政
府
観
光
局
（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）

は
、
欧
米
豪
市
場
を
主
な
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
す
る
全
世
界
的
な
訪

日
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開

し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、


年
度
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
タ
イ

ア
ッ
プ
大
作
戦
で
は
、
支
部
連

合
会
単
位
で
行
っ
て
き
た
ア
ジ

ア
を
中
心
と
し
た
取
り
組
み
だ

け
で
な
く
、
新
た
に
旅
ホ
連
全

体
で
欧
米
豪
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

し
た
取
り
組
み
も
推
進
し
て
い

る
。
特
に
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ロ
ー
バ
ル

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
＆
ト
ラ
ベ
ル

と
連
携
し
、
ハ
ネ
ム
ー
ン
や
ハ

イ
キ
ン
グ
の
ニ
ー
ズ
を
中
心
に

欧
米
豪
か
ら
の
誘
客
を
図
る
。

ま
た
、
昨
今
注
目
を
集
め
て
い

る
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の

取
り
組
み
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
く
。


